
◇18年度行政評価による財政効果（19年度予算への反映）

（単位：千円）
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○地域情報システムの運用 1-4-1 45,826

○高齢者いきいきミニデイ事業の拡充
　（敬老行事補助金削減財源により実施）

6-2-1 1,086

○重度障害者緊急通報システムと高齢者緊急通報システムの実施
方式の統一化（民間委託方式へシフト）

6-3-1 86

○文化財・郷土資料の整備 12-1-3 1,588

○魅力ある都市農業育成対策事業の予算化 4-2-5 7,500

○中町児童館の改修 7-3-3 11,585

67,671

○剪定枝リサイクル事業の休止 5-2-6 -1,109

○知的障害者（児）放課後対策事業の終了 6-3-9 -91

○ＩＴ関連事業の終了 12-3-2 -3,416

○寄生虫卵の検査対象学年を法定基準まで引き下げ
　（小１から小６まで→小１から小３まで）

11-2-1 -353

○就学援助の認定基準の引き下げ 11-2-3 -8,762

○図書館貸出ＣＤの新規購入の種別を限定（朗読等に特化） 12-4-2 -2,934

○職員福利厚生事業の負担金の見直し 2-3-1 -2,102

○市民まつりの事業費削減 4-1-2 -1,000

○勤労者住宅資金融資あっせん利子補給事業費の削減 4-2-1 -179

○創業支援相談センターの講習会の開催回数の減 4-2-3 -237

○身体障害者（児）ストマ舗装具等自己負担補助の廃止（低所得層
への負担軽減措置有）

6-3-11 -8,290

○地域福祉団体等補助事業費の削減 6-3-12 -380

○母子団体補助事業費の削減 6-4-2 -50

○健康診査事業の実施回数の減（骨粗しょう症予防対策事業外３
件）

6-5-5
～6-5-8

-3,413

○児童館母親クラブ育成事業費の削減 7-3-2 -95

○水泳指導における予算配当事業数を減 11-3-1 -216

○プール開放事業の開催日の見直し 12-2-5 -2,567

○職員提案の記念品配布基準の整理 1-1-1 -1
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○市民マップの配布実績から印刷部数及び単価の削減 1-3-2 -441

○交換便業務における配送費の削減 2-2-2 -18

○自動交付機使用時間の延長 4-3-1 -1,537

○塵芥収集における委託方法の変更 5-2-1 -2,307

○粗大ごみ受付業務の委託化 5-2-2 -8,602

○元気高齢者支援事業の内容変更
　（英会話教室→パッククッキング教室）

6-2-6 -90

○健康づくりのつどいを市民まつりで実施 6-5-4 -1,122

○予防接種事業・乳幼児歯科相談事業の委託単価削減
6-5-1
6-5-11

-498

○子ども総合支援事業の拡充（先駆型へ移行） 7-1-1 -2,065

○保育施設福祉サービス第三者評価の実施サイクル等の見直し 7-2-1 -618

○田無保育園の民間委託 7-2-5 -27,716

○高齢者アパートの家賃借上げ料の削減 8-1-4 -158

○コミュニティバス運行事業における車輛の変更 8-5-1 -54,758

○日本語適応指導の単価の見直し 11-3-4 -12

○特色ある学校推進事業における予算配当方法の見直し 11-3-6 -425

○地域生涯学習事業における委託事業内容と実施方法の見直し 12-1-1 -1,490

○絵本と子育て事業における配布絵本の割引購入及び残部調整 12-4-2 -720

-137,772削減等合計

事業の実施方法・
手段等の改善

※ 委託単価等の
見直しを含む


